
7.9% 30.9% 42.9% 12.3% 4.6% 1.4% 

好調 やや好調 どちらとも言えない やや不調 不調 無回答 

5.4% 7.6% 10.4% 8.5% 58.3% 9.7% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

6割以下 7割 8割 9割 10割以上 無回答 

「定年延長、本当のところ」訂正とお詫び 

  

 平成 30 年 9 月 28 日に発行した「定年延長、本当のところ」に、一部誤りがございました。深くお詫び申し

上げるとともに以下のとおり訂正させていただきます。 

 

 

１．１５ページ １段落目 

 経営状況については、「好調」、「やや好調」が合わせて 38.9％、「どちらとも言えない」が 42.9％、「や

や不調」、「不調」が合わせて 16.9％となっています（（「好調」+「やや好調」）－（「やや不調」＋「不調」）

=22.0）。2017 年 10~12 月の労働経済動向調査の生産･売上額等判断 D.I.（「良い」－「悪い」）は 7 です。

調査方法等が異なるため、一概に比較しづらい部分はありますが、全体としてみれば、経営状況は多少良

いと言えるかもしれません（図表 3-8）。 

 

図表３－８ 回答企業（定年延長企業）の経営状況  ｎ＝１,８４０ 

 

  

 

 

※「好調」・「やや好調」・「どちらとも言えない」の割合が変更されています。 

 

２．２５ページ  

図表３－３３ ６５歳時点の賃金水準 ｎ＝１,８４０ 

 

 

 

 

 

 

※「7 割」の割合が変更されています。 

 

３．３５ページ  

図表３－５０ 定年延長の効果（業種別） ｎ＝１,５９６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※グラフに合わせて凡例の「建設業等」と「製造業」の色表示が変更されています。 

 

 

88.7% 

84.8% 

74.5% 

73.0% 

95.3% 

90.5% 

68.7% 

64.9% 

高齢社員に働いてもらうことにより、人手を確保することが

できた 

優秀な高齢社員に自社で引き続き働いてもらうことができた 

遠慮せずに、高齢社員を戦力として活用できるようになった 

高齢社員に、知識・スキル・ノウハウを発揮してもらうこと

ができた 

高齢社員のモチベーションが上がった 

高齢社員から、知識・スキル・ノウハウを伝承してもらうこ

とができた 

高齢社員に働いてもらうことにより、生産性が向上した 

従前に比べ、若年・中堅社員が高齢社員を戦力として見るよ

うになった 

社員全体のモチベーションが上がった 

定年引上げ・廃止を行うことにより、新卒・中途採用を有利

に進められた 

建設業等 製造業 運輸業 卸売・小売 医療福祉 サービス 



４．３８ページ 図表３－５３ 定年延長にあたっての課題（業種別）（複数回答）  ｎ＝１,５９６ 

 

 

※「若年・中堅社員の能力開発」と「高齢社員の能力開発」のグラフが逆転していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

高齢社員の賃金の設定 

組織の若返り 

社員の健康管理支援 

高齢社員に長く働く気持ちになってもらうこと 

退職金（支給金額や支給時期） 

労働災害の防止や作業環境の整備 

高齢社員の部下を持つ管理職のマネジメント能力 

若年・中堅社員の能力開発 

高齢社員の賃金原資の捻出 

高齢社員の役割を本人や職場に伝えること 

高齢社員の仕事の確保 

高齢社員の能力開発 

５９歳以前社員の賃金制度 

その他 

建設業等 製造業 運輸業 卸売・小売 医療福祉 サービス 

41.1％ 

50.7％ 

34.7％ 

29.0％ 

28.4％ 


